
氏名 松川 恭子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①（財）平和中島財団2006（平成18）年度　国際学術研究助成（外国人研究者等招致助成
「マルチメディアを利用した地域文化の理解と継承の試みについての日本・インドの比較研
究」）によるRahul Srivastava氏（インド、リサーチ・フォーラム代表）の招聘（2006（平
成18）年10月～12月）
②平成18年度科学研究費補助金（若手研究(Ｂ)）「インド・ゴア社会の大衆演劇「ティアト
ル」をめぐる実践と共同性の文化人類学的研究」（課題番号17720299）による現地調査実施
③平成18年度科学研究費補助金（基盤研究Ｂ（海外））「境界の生産性とトランスナショナ
リティに関する文化人類学的研究」（研究代表者　小泉潤二（大阪大学大学院人間科学研究
科・教授）研究分担者　④トヨタ財団2006年度アジア隣人ネットワークプログラム助成
（2006年11月1日～2008年10月31日）「「アジアにおける市民参加型・マルチメディアによ
る地域文化発信ネットワーク」の立ち上げ－　インド・ゴアと日本・奈良から始める試み」
によるインド・ゴアの研究者・社会活動家とのネットワーク形成
⑤海外調査2回（インド・ゴア州）

①地域デザイン講座2006の企画運営（セッション１「マルチメディアを利用した地域社会と
文化の理解・発信・継承」（2006（平成18）年10月13日、10月20日、10月21日の3回分）、
映画「あかりの里」上映会（2006（平成18）年11月3・4日）企画、「神々への祈り－南イン
ド古典舞踊バラタナティヤム公演－」の企画開催）
②世界遺産学シンポジウム06～つたえる・つなぐ－奈良からの発信～」ポスターセッション
「映像でみる世界遺産－「古都奈良の文化財」を題材とした作品を中心に－」のポスター制
作指導

京都大学人文科学研究所人文学国際研究センター講演会「コンタクト・ゾーンを生きる！～
複数文化接触領域の人文学のために・Ⅱ～」（2006（平成18）年12月21日）コメンテーター

学生指導委員、学生相談員、人権問題委員会委員、図書館委員会委員、国際交流委員会委
員、世界遺産学シンポジウム運営担当、通信教育部棟展示室委員、図書館企画展「海を越え
た教え：インド・ゴアにおけるキリスト教宣教師と出版」（2006（平成18）年12月18日～
2007（平成19）年2月28日）担当、通信教育部棟展示室展示「生活の中の神々－インドにお
けるヒンドゥー教とキリスト教を中心に－」（2007（平成19）年3月10日～4月26日）担当
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インド西部ゴア州における多言語状況の文化人類学的研究、ゴア社会の大衆劇
ティアトルの実践とキリスト教徒アイデンティティの関係についての研究、マル
チメディアを利用した住民による地域社会理解の実践に向けた方法論研究
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① 「宣教師による
現地語のテキス
ト化とその帰
結：インド、ゴ
ア州におけるキ
リスト教徒の言
語アイデンティ
ティの現在」

単著

① 「「私たちのこ
とば」を求め
て:インド、ゴ
ア社会における
多言語状況の文
化人類学的研
究」

単独
発表

① 「「シトコリ」
と魚フライのあ
る生活―イン
ド・ゴアの食文
化」

単著

② 「信仰のタペス
トリー―イン
ド、ゴアにおけ
る三つのエピ
ソードをめぐっ
て」

単著

③ （翻訳）ヴァレ
ンタイン・ダニ
エル「歴史、ア
イ デ ン テ ィ
ティ、記憶の巻
きついた力」

田口陽
子との
共訳

『コッラニ』vol.18

小泉潤二・栗本英世
編『トランスナショ
ナリティ研究』大阪
大学21世紀COEプロ
グラム「インター
フェイスの人文学」
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10月

『 Vesta 食 文 化 誌
ヴェスタ』No. 63

日本文化人類学会
近畿地区第1回研究懇
談会博士論文報告会
（於　神戸大学）
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インド・ゴア社会における多言
語状況と文化の関係を明らかに
した博士論文の内容を要約した
発表を行った。

インド西部ゴア州におけるキリ
スト教宣教師の現地語研究が現
在のキリスト教徒の言語アイデ
ンティティに与えた影響を考察
した。

スリランカの民族紛争で起こっ
た暴力についての人々の記憶か
らナショナリズムやアイデン
ティティの問題についてかんが
えてる。

インド・ゴア社会における魚を
中心とした食文化の紹介をエッ
セイ形式で行った。

インド・ゴア社会の人々の間に
みられる様々な信仰形態につい
て三つのエピソードを交えて紹
介した。


